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まえがき

株式会社三祐コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタ
助金を得て､平成9年5月31日から6月24日までの25日間にわたり
民民主共和国のティグライ州環境配慮型中･小規模濯概計画､エリトリア
区農業基盤復旧･農村活性化計画､エジプト共和国のムバラク農業機械化

､
国
セ

画及びシヤルキア州カッターラ地区農産加工施設整備計画に係るプロジエ
ディングを実施した｡
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エティオビア国では､ 1989年代より頻発する干ばつのため､農業生産は非常に不
安定となり､1980年代後半から1990年初頭に発生した飢餓は記憶に新しいところである｡
このため､エティオビア政府は､濯概農業の導入による農産物生産の安定並びに生産増に
力を注いでいる｡特に､干ばつの影響の大きいエティオピア北部に位置するティグライ州
に重点を置いてる｡このことから､早期に水資源開発を含めた､農業開発が切望されてい
る｡

エリトリア国は､ 1993年5月にエティオビアから独立したが､長年にわたる解放
戦争により崩壊状態にある経済､社会基盤の復旧･整備､さらに経済の再建を最大の課題
としている｡農業面では繰り返し発生する干ばつにより食料不足が深刻化しており､エリ
トリア政府は農業部門の普及･再生を最優先の課題として掲げている｡特に､ナクファは

エリトリア北部の中心都市であり､北部地域における住民生活の安定は国策上の最重要課
題となっている｡従って､ナクファ地区農業基盤復旧･農村活性化事業計画の早期実施が
望まれている｡
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強化計画事業計画の実施が期待されている｡
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口の爆発的な増加のため､自国の生
している｡このため､エジプト政府
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て､小麦の輸入代替を図るこ
な社会問題となっている｡こ

･エル･シェイク州のムバラ
で､早期の同農業機械化セン

さらに､エジプトは穀物類と並んで果実･野菜の生産を上げるだけでな く
な潜在力を有している｡しかし､生産性が低いのみならず､流通システムの未整備
め現状では収益性の悪化と農産物の多大の損失を生じている｡野菜･果実の
小農家の営農の安定化､所得の向上を図ると共に､収穫後の処理損出を減少さ
格の安定化を実現されるためにも､シヤルキア州カッターラ地区農産加
強く要望されている｡

に
､
偏

産
せ
整

に
よ
農
一

と
の
ク
タ

富
た
る
価
が

豊
の
わ
場
画

､
等
携
市
計

エジプトについては､上記の2案件の他に､カラビア水路地区水管理及び農業環
境改善計画､及びスエズ運河東岸拡張地区農業総合開発計画の2案件についても調査を実
施する計画であったが､現地の治安上の理由により今回は実現できなかったので､今後の
案件としたい｡

本調査の実施にあたり､多大な支援を賜ったエティオビア､エリトリア､及びエ
ジプト各国の政府関係機関､日本大使館､農林水産省派遣専門家ほか多くの方々に深く感
謝の意を表すとともに､今後それぞれの事業計画が､日本国政府の技術援助と経済協力に
より早期に樹立される事を期待します｡

平成9年7月

株式会社 三祐コンサルタンツ
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Ⅰ.エティオピア人民民主共和国

ティグライ州環境配慮型中･小規模潅概計画､
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1.ティグライ州環境配慮型中･小規模濯慨計画

:エティオピア人民民主共和国
People's Democratic Rq)ublic of Ethiopia

:ティグライ州環境配慮型中･小規模潅概計画
Study on Environmentally Balanced Small Scale Irrigation Development

Projectfor Sustainable AgricultureinTigray Region
調査地区名 :ティグライ州

Tigray Region

相手国担当機関:農業省

Ministry of Agriculture

1.1調査地域の概要

1.1.1調査の背景

1991年7月に発足した暫定政府は1995年の選挙により､本格政府となり現在民

族自治地方分権化による国家開発を進めようとしている｡エティオピアの耕地面積は約

600万baであるが､その殆どが天水に依存しており､非常に脆弱な構造からなっている｡

濯概農業が可能な耕地は約300万baと言われるが､現時点での謹聴面積は約1P万baで

あり､わずか3%8こすぎない｡さらに､ 1989年代より頻発する干ばつのため､農業生産は

非常に不安定であり､ 1980年代後半から1990年初頭に発生した飢餓は記憶に新しいとこ

ろである｡

このようなことから､エティオビア政府は濯概農業の導入による農産物生産の安

定並びに生産増に力を注いであり､特に干ばつの影響の大きかったエティオビア北部に

位置するティグライ州に開発の重点を置いている｡

1.2 地域の自然条件及び農業の現況

調査地区のティグライ州は標高が高く,年間降雨量はAlum台地で980 mm,東部
の急斜面の北部(Agame及びKilte Awlaelo地区)では450 mmとなっている｡年間降雨の変
動は､ティグライ州西部で20%､ティグライ州東部で40%となっており､東部での変動

が大きく見られる｡このため､作物の生育期間は､州西部では120日程度､一方東部の

急斜面及び低平地では90日程度となっている｡

年別の降雨状況を見ると非常に不安定で､特に1984年から1987年にかけてはチ

グライ州全域にわたり､厳しい干ばつに見舞われた｡さらに､ 1987年から1993年にかけ

ても､州の南部及び東部では作物生産のできないほどの厳しい干ばつであった｡さらに､

1995年にも同様な干ばつ被害が見られた｡

このような状況から､ティグライ州では過去数十年に亘り､食料及び家畜の牧草

不足が深刻な社会問題となってきた｡
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1.3 地区の問題点と改善対策

1.3.1 地区の問題点

上述の社会問題発生の原因としては､不規則な気象条件が一番大きな要因である

が､以下の諸点も主要な社会問題の一因となっている｡

-農業に関連する民間部門育成の抑制

一小作制度の下で旧態依然の作物栽培技術に依存

一農業及び農村基盤施設の未整備

一農業生産活動に対する試験･研究､普及支援及体制び農業金融システムの未整備

このため､州政府は農業部門の改善策として以下の政策を掲げている｡

-

小規模ダムの建設及び地下水開発による濯慨水資源の開発
一

民間部門の育成と農業生産部門への積極的参加の促進
一

民間部門の育成を図るための法環境の整備と農業生産物及び生産資機材の運搬

並びに流通･販売の自由化の促進
一 安定した農業生産の拡大を図るため､関連する栽培技術の改善と試験･研究並

びに普及支援体制の確立
-

森林保全等により土壌流亡の軽減

1.4 事業計画の概要

調査対象地区のティグライ州の耕作可能面積は184万baであるが､地形及び土

壌条件､さらに道路網の未整備等により耕作地の大半がアデスアペパーメケレーアスマ

ラ街道の両サイドに開けている｡耕作は天水と畜力による初歩的な農業形態のため､頻

繁に干ばつ被害を受け､農村生活環境は所得の低迷と農村環境の悪化により厳しい状況

に置かれている｡このため､ティグライ州政府は小規模潅概の導入により農業生産の拡

大を図るため､ティグライ州持続的農業及び環境改善局(Sustainable Agriculture and

Environmental Rehabilitation in Tigray, SAERT)を1995年に設立し､中･小規模の潅概用貯

水池を建設している｡

調査業務はアデスアペパーメケレーアスマラ街道周辺に開けるAtsibi Hitsen,

Wukro Aguiae, Enderta, Adi Gudem, Negash Degamba, Hawzen Tsigereda, Samre Dengolat (計画

位置図参照)を対象に全体の開発基本計画(マスター7'ラン)を策定し､優先開発地区

を選定する｡この優先地区について､フィジビリティー調査を実施する｡

開発計画のコンポーネントは以下のように要約される｡

一

天水及び潅概農業地区の営農･栽培技術の改善
一

既存潅概施設の改修･整備
一

水源施設､濯概施設を含む農業基盤施設の建設
-

農村基盤施設の建設
一

収穫後処理施設､流通･販売体制の整備

-3-



農業普及支援及び金融制度の整備･強化

農民の参加型アプローチを原則とした農民組織の設立と施設の維持管理

農村生活環境の整備

1.5 総合所見

上述のように､ティグライ州は降雨の不規則性並びに農業及び農村基盤､さらに

農業を取りまく環境が未整備のため､食糧問題は深刻な社会問題となっており､地区住

民の生活は劣悪な状況に置かれている｡このため､食糧の増産により､住民の生活水準

の向上を早急に改善することが急務となっている｡

このことから､ティグライ州の小規模アデスアペパーメケレ-アスマラ街道周辺

に開けるAtsibi Hitsen, Wukro Aguiae, Enderta, Adi Gudem, Negash Degamba, Hawzen

Tsigereda, SaIⅣe Dengolatを対象にした開発計画の策定が早急に実施されることが望まれ

る｡
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ⅠⅠ.エリトリア

ナクファ地区農業基盤復旧･農村活性化計画
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2.ナクファ地区農業基盤復旧･農村活性化計画

国名 :エリトリア

State of Eritrea

案件名 :ナクファ地区農業基盤復旧･農村活性化計画
Agricultural Infrastructure Rehabilitation and Rural Activation Program in

Nakfa Area

調査地区名 ナクファ地区

Nakfa Area

相手国担当機関:農業省

Ministry of Agriculture

2.1.調査の背景

1993年5月にエティオピアから独立したエリトリア国は､長年にわたる解放戦

争により崩壊状態にある経済､社会基盤の復旧･整備､さらに経済の再建を最大の課題

としている｡また､農業面では繰り返し発生する干ばつにより食料不足が深刻化してお

り､食料の70%を輸入または､援助に頼っている｡このような状況の中で､エリトリア

国政府は農業部門の普及･再生を最優先の課題として掲げている｡特に､ナクファはエ

リトリア北部の中心都市であり､北部地域における住民生活の安定は国策上の最重要課

題となっている｡

2.2 調査の実施

本調査の実施に当たり､調査受け入れ機関である農業省と協議した結果､ナ.クフ

ァ地方へのアクセスは陸路しかなく､途中一部の区間で治安が保たれていない状況であ
る｡

このため､調査期間中現地調査はできず､農業省､環境資源省等での資料及び情報の収

集につとめた｡その結果､以下のような事業計画の策定が可能と想定される｡治安状況

が改善され次第､早急に再度調査を実施する必要がある｡

2.3 事業計画の概要

調査対象地区のナクファは､首都アスマラの北方約160kⅡlに位置し､標高は約

2,000m､年間降雨500-700mmを右する半乾燥地帯である｡地形は急峻で､降雨期の6
-

8月には雨水による河川流量が見られるが､現状では利用困難な水源である｡このため､

調査では､現在小河川に建設されている数多くの潅概施設についてインベントリー調査

を行い事業施設の復旧･改善･拡張並びに新設計画を策定する｡さらに､雨期の補給潅

概を主目的とした小規模溜め池の建設､濯概施設の整備･改修､農道の建設により農業

基盤の復旧並びに農村環境の活性化を図る｡
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開発計画のコンポーネントは以下のように想定される｡

一

天水及び濯概農業地区の営農･栽培技術の改善
一

既存潅概施設の復旧･改善･拡張
一

水源施設､濯概施設を含む農業基盤施設及び農村基盤施設の建設
一

収穫後処理施設､流通･販売体制の整備
一 農業普及支援及び金融制度の整備･強化
一 農民の参加型アップローチを原則とした農民組織の設立と施設の維持管理

農村生活環境の活性化
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ⅠⅠⅠ.エジプトアラブ共和国

3.1ムバラク農業機械化センター強化計画

3.2シヤルキア州カッターラ地区農産加工施設整備計画
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3.1ムバラク農業機械化センター強化計画

国名 :エジプトアラブ共和国
Tbe Arab Republic of Egypt

案件名 :ムバラク農業機械化センター強化計画
S廿mgthen Mubarak Agricu血ral Machnery CenterinKafrn Sheikh Govem)rate

調査地区名 :カフル･エルシェイク州サカ
Saka, Kafr EI Sheikh Govemorate

相手国担当機関:農業省

Ministry of Agriculture, Agricultural Engineering Unit

3.1.1調査地区の概要

1)調査の背景

エジプト国民の主食である小麦の消費量は約11百万トンであるが､自給量は約

6百万トンに過ぎず､ 5百万トンを輸入に依存している｡このため､エジプト政府はナイ

ル･デルタにおける水稲一小麦の2毛作を拡大して､小麦の輸入代替を図ることに努め

ている｡しかしながら､農繁期の労働力不足のため､デルタの約50%はベルシーン(エジ

プシヤン･クローバー)で占められている｡

このような農繁期の労働力不足を解消するため､農業省はカフ･エル･シェイク

州のムバラク農業機械センターを無償事業により強化を図りたい方針である｡

2)調査地区の概要

エジプトにおける米作機械化プロジェクトは､日本の田植機をはじめとした稲作
機械化栽培技術を中心にして､日本の稲作機械化一貫体系をエジプトのナイルデルタに

適応するため､ 1981年8月の討議議事録締結(Rn)署名)から､プロジェクト協力が終了し

た1992年3月までの約10年間に渡たって､日本の農業試験場や大学､ JICAから専門家
が派遣され､指導･協力が行われてきた｡

1983年には農業機械化研究所(AgriculturalMechnization Research Institute, AMRI)
がカイロ市内に創設された｡これまでは､エジプトになっかた農業機械化研究の専門試

験場として､農業省農業試験研究センターの配下にある20の農業試験場の一つとして､

また､米作機械化センター(RiceMechanization Center, RMC)の親機関として機能している｡

FtMCの無償資金協力によるセンター建物(ムバラク農業機械センター)が1984年3月
にKafr EI Sheik州Meet El-Dyba村に完成して本格的に技術協力が行われ､ 1986年8月に
当初の討議議事童剥こよる協力期間が終了した.しかし､米作機械化センタープロジェク

トで確立した成果をより現地の稲作栽培に適合､普及させるためにプロジェクトの延長

について日本､エジプト間で話し合われ､ 3年8ケ月延長して1990年3月まで技術協力
が続けられた｡

･1990年にプロジェクトが成功裡に終了し､専門家が帰国した後センターは､農
業工学研究所の-支所として運営されてきた｡しかし､ 1992年新たに農業工学研究所か

ら新しいプロジェクトとして無償資金協力による研究､試作実験棟の建設を前提とした､

中小規模農家(エジプトの農家の90%を占める)を対象とした"農業機械化適正技術開

発プロジェクト"の要請と"農業機械改良設計の長期専門家"の要請がなされ､個別専

門家として､ 1996年1月農業工学研究所に専門家が派遣され今日に至らている｡
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3.1.2 地区の問題点と改善対策

前述のように､増加する人口に対する食糧増産､自給の確保を実現させるために

は､限られた農地での作物の増収が必要となる｡このためには､優良かつ安定的な水稲

の苗の供給が必要となる｡また､昨今のエジプトにおける農地の拡大は､限られた労働

力､労働貸金の増加等で､労働力不足に陥っている｡これらの問題を解決するためには

農業の機械化が必要となる｡

このような状況から､カフル･エルシェイク州ムバラク農業機械化センターの改

善策として､以下の計画を進めることが望まれる｡

-

水稲､野菜の優良苗を生産し､農民へ供給することで作物生産の増収を図る｡

一

代掻き作業から田植え作業に際し､農民への苗供給による田植え指導を行い､

稲作の機械化を効率的な促進を図る｡また､一般農民レベルでの稲作の機械化

を実現する｡

3.1.3.事業計画の概要

事業内容は以下の通りである｡センターの現況及び計画事業施設の配置図を別紙

に示す｡

対象耕地面積: 500ba

事業施設

建物 :育苗棟(種子貯蔵､土置場､播種プラント設置､出芽場所､資材
倉庫､機械倉庫など)

機材:播種プラント(水タンク､砕土機､叩料農薬混合機､土送コンベ

ア-)
､苗箱､出芽台車(苗運搬) ､催芽機､田植機､トラクタ

-､及びインプルメント

3.1.4 総合所見

上述のように､爆発的な人口増に対応するためには､農業生産物の増産は急務で

ある｡従って､今日まで進めてきた､農業機械化のための開発された技術を農民レベル

に普及させることは､同センター最終的な目標であると同時に､食料増産という国家政

策にも合致した構想であり､早期の実施が望まれる｡
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エジプト農業省機構図(1995.6ヱ0現在)
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Kafr EI Sheikh州のMechanization Centerの現況図(s = 1:2,000)
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Kafr EL Sheikh州のMechanization Centerの計画図(s = l:2,000)
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計画図 位置図
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3.2シヤルキア州カッターラ地区農産加工施設整備計画

国名 :エジプトアラブ共和国

案件名 ‥T]もう毘R7e.FNu;li.;oi聖;pfB区農産加工施設整備計画
調査地区名 : !]t;b,1琵識oi?,g9cLlt;rlai;ndustry

Plant in Sharqiya Governorate

khattara in Sharqiya Governorate

相手国担当機関:シヤルキア州

Sbarqiya Governorate

3.2.1調査地区の概要

1)調査の背景

広大な国土を有し,構造的に農業国であるエジプト国は,穀物類と並んで果実･

野菜の生産を上げるだけでなく,豊富な潜在力を有している｡しかし､生産性が低いのみ

ならず､流通システムの未整備等のため現状では収益性の悪化と農産物の多大の損失を生

じている｡

野菜･果実の生産に携わる小農家の営農の安定化､所得の向上を図ると共に､収

穫後の処理損出を減少させ,市場価格の安定化を実現されるためにも､農産物の加工処理

技術の整備が､シヤルキヤ州周辺で強く要望されている｡

2) 調査地区の概要

調査対象地区は､果実及び野菜類の大消費地である首都カイロに近く,港概シス

テムが整備されているシヤルキヤ州である｡この州は果実及び野菜栽培のための土地条件､

自然条件に恵まれており､また地域の農民は他州の農民よりこれらの作物の栽培に熟知し

ており,土地の生産性と共に高いポテンシャルを有している｡

調査地区のmatara農場はイスマリア水路掛かりに位置し､その面積は2,500

feddan (2,400 ha)である｡農業はKhatara州の管理のもとに, 1993年から1994年にかけて
"Khatara Projectfor Reclaiming and Development for Desert Land"事業により建設され,現在
に至っている｡主な農産物は別紙に示すように､野菜､果実,大麦等であり,州のみなら

ず大消費地カイロを近傍に控え高い生産性をあげている｡農場は以下の8つのセクッショ

ンから組織され3 0人の農業及び畜産スタッフと約2,000人(ピークの2月)の労働者が

雇用されている｡

一

営農･栽培部門
一

農地造成部門
一

家畜飼育部門
一

家畜肥育部門
-

アヒル部門
一

技術部門
一

筆備部門

-16-



一 流通･販売部門

3.1.2 事業計画の概要

事業計画の目的は､シヤルキヤ州の農業生産部門のうち､特に果実･野菜の生産･

流通･加工貯蔵の分野における問題点を解明し,年間を通じて安定した良質で低廉な農産

加工品の消費者への供給の可能性について検討する｡その結果として､州政府レベルでの

行財政政策の策定と施行,企業及び生産者レベルに対し取るべき技術指導､資金計画を無

償事業として策定する｡

3.1.3 総合所見

シヤルキア州の本事業計画にたいする要望は非常に大きいが､現地調査並びに聞

き取り調査結果によると,州の関係機関において,農産物の加工方法(ピン詰め加工､乾

燥加工等)
､さらに対象農場位置についても意見が多々あり,さらに今後検討･調整の必

要があると考えられる｡このことから,この案件については今後再調査が必要と考えられ

る｡
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g昨力州仙卜生励

Naneofproduction
aCrage to∩age averageproduction
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S∪mⅦrFruits

Dates

2

300t｢ees

10.000pe∂ces

75to∩

5.000

250K9

Fi9S 100feddan 600 6

Grapes 210 1.680

36

6

6

Mango ー0

Pear 6

Pomegranate

Sum7N3rProducts

Co川

2

500

8

1.000

4

2

Sesame 300 ー.200 4

Peanuts 200 300 EⅠヨ

Source: Khattara Project Manager

(Jam. 2l. 1997)
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Nameofprod∪ctio∩ aCrage tona9e averageproduction

(feddan) (ton) (ton′fedda∩)

WinterVegetables

Peas ■6feddan 24to∩ ÅVerage4

Tomatos 4 80 20

Cabbage 2 ー2..ciOOPeaCeS ら,'doo

Onion 40 320 8

8

Lettuce

WinterFruits

NaveJorange

1.5

60

30.000peaces

480

Sweetorange EE] 96 8

Lirne 12 96 8

Handarine 600 4.800 8

Lemon 107 856 8

Sumerorange

WinterProducts

Wheat

550

480

4.400

960

8

2

Beans ー2 ー8 1.5

Barley 1.000 1,000 ー

Lenti)s 6 EEl 2

-19-



ⅠⅤ.添付資料



4.1調査団の構成と調査日程

4.1.1調査団貞

竹内清二 (樵)三祐コンサルタンツ 技術第5部

広田浩介 (秩)三祐コンサルタンツ 技術第3部

4.1.2 調査日程

月日(曜日)
エチオピアーエリトリアーエジプト

竹内清二 広田浩介

5/31(土) 移動日(名古屋ーロンドン) 同左

6/01(日) 移動日(ロンドンーアジスアベバ) 同左

6/02(月) 大使館､水資源省表敬,打合せ 同左

6/03(火)

6/04(水)

6/05(木)

水資源省で協議,centralStatistic

Autbority等で資料収集,

アジスアベバーチグライ,EFFORT

で協議.打合わせ

SAERTで打合わせ,現地調査

同左

同左

同左

6/06(金) SAERT,EFFORTで打合わせ 現地調査と資料収集

6/07(土) チグライーアジスアべバ 同左

6/08(日) アジスアベバ→エリトリア 同左

6/09(月) 農業省､環境資源省表敬,打合わせ 同左

6/10(火) 環境資源省で協議,資料収集 同左

6/ll(水) 同上 同左

6/12(木) 同上 同左

6/13(金) 農業省,JⅠCA専門家と打合せ 同左

6〃4(土) 農業省打合せ, 同左

6/15(日) エリトリアーエチオピア→カイロ 同左

6/16(月)

6/17(火)

大使館､JⅠCA及びJⅠCA専門家と打

合せ

GARPADで協議,打合せ

同左

同左

6/18(水) 農業省で協議,資料収集 同左

6/19(木)

6/20(金)

Daqahlia,及びKafrEISheikh州の農業

機械及び稲作展示農場調査

Sharqiya州KhattraProject調査

同左

同左

6/21(土) 農業省で打合せ,oECF表敬 同左

6/22(日) 資料整理､大使館に帰国報告 同左

6/23(月) カイローロンドン 同左

6/24(火) ロンドンー東京 同左
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4.2 調査団の訪問先及び面会者

4.2.1.エチオピア

1)エチオピア政府関係者

水資源省(Minist of Water Re80urCe8

1. Mr. Guliat Birhare

州政府関係者

1. Mr. Leul Eabsay

2. Mr. Gebrebiwot Abebe

日本大使館

1.酒井洋一

4.2.2.エリトリア

1)エリトリア政府関係者

農業省(Minist ricultllre

1. Mr. Alem Seged

2. Mr. Mehari Tesfayohannes

3. Mr. Andom Ei氏emariam

環境資源省 of Land

Head, Planning and Monitoring, °ept. of

Water resources Development

Deputy Head, Sustainable Agriculture

and Environmental Rehabilitation of

Tigray (SAERT)

Head, Study and Design Department

:一等書記官

Head, Plannlng and Programmlng °ept.

Head, Crop Protection

Head, Public Relations and Trainlng

°ept.

Water and Environment

1. Mr. Gebremicbael Temnewo

2. Mr. Tewoled Selomon

3. Mr. Tekale yamane

2)日本政府関係者
∫ ICA専門家

1.井上 剛

4.2.3 エジプト

1)エジプト政府関係者

農業省 riculture

1. Dr. YousefAbmed Rbman Hossni

2. Mr. Mobamed Aly Farabat

Deputy Head, Water Resources

Dep artme nt

Hydrogeologist

Geop bysicist

: Ministry of
Construction, Road Transport

Construction Department

Chairman, Agricultural Machinery Unit

Under Secretary, Agricultural Machinery

-21-



3. Mr. Mobamed M. Fataballab

4. Mr. Mobamed 0. Hassouna

Unit

: Under Secretary for Agricultural Projects,
GARPAD

: Agriculture Projects Specialist, GARPAI)

5･ Mr･AbouEl-FetauchA･ Hemayed : Responsible
of Training in Sakha

Training

Center

公共事業･水資源省 of Public Works and Water Resources

1. Mr. Nabil FawzyNashed

2. Mr. Yebia Abdel Aziz

3. Mr. A也med M. Askar

4･ Mr. Alaa lsmail Aly

5. Abdalla M. Hammad

州政府関係者

1. Mr. Mobboud Hassan

2)日本政府関係者

日本大使館

1.中野明久

国際事業B]エジプト事務所

1.不破雅美

海外経済協力基金

1.大竹智冶

∫ ICA専門家

1.桜磨光一

2.木村 充

3.島崎和夫

4.木村安弘

: Chairman, Irrigation lmprovement

Pro)'ect (IIP)
: Chairman, Egyptian Public Authority for

Drainage Projects (EPADP)
: President, Mechanical and Electrical

Dep artment

: Director, Technical Office, IIP

: Chairman, General Authority for Fish

Resources Development

Agricultural Consultants, Sbarkia

Governorate

:一等書記官

:次長

:カイロ駐在員事務所

農業省,土地開拓庁J I CA専門家

公共事業水資源省､潅概局J I CA専門家

公共事業水資源省､ ∫ I CA専門家

農業省, Agricultural Engineering

Research lnstitute, Rice Mecbnization

Center (RMC)
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4.3 現地写真集
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エティオピア人民民主共和国

調査地区の位置するTigray州の首都Mekelの全景

Tigray州持続的農業及び環境改善局（SAERT）の事務所

竿



SAERTの監理によるダム施行(Maideleダム) ､堤体の盛土作業を人力で施行している

盛り土の運搬は、人力と蓄力である

N
Lrl

l



Gumselasa灌漑地区（1995年SAERTにより完成）の受益地区

地区内の分水工：及び水路、用水の補給はAM8：00－Am12：00までである

寧



エジプト

Daqahliya 州のAgricultural
Machinery Hire Service Station

農業省､ Agricultural Machinery
Unitにより管理されている。

Service Station内にある水稲
育苗圃場

－27－



Kafr EI Sheikh州の

MechanizationCenter､

稲作展示農場､日本の専門家に
よる技術指導が行われている｡

田植機による田植え作業

一28－



Sharquiya州Khattaraプロジェクト
Ismaria水路から用水を取水し果実､
野菜の栽培を行っている｡

オクラの栽培

ブドウの栽培

ザクロの栽培

ー29－



4.4 収集資料リスト
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エチオピア資料

LA〕

名称 発行日 発行機関又は入手場所

書籍関係

The1994PopulationandHouslngCensusofEthiopla

November1995

FederalDemocraticRepublicofEtbiopla

ResultsforTⅠGRAYREGⅠONVolumeⅠ

StatisticalReport

OfficeofPopulationandHouslngCensusCommission

CentralstatisticalAuthority

The1994PopulationandHouslngCensusofEtbiopla

DecembeLr1995

FederalDemocraticRepublicofEthiopla

ResultsfbrAMHARAREGⅠONVolumeⅠ

StatisticalReportonPopulationSizeand

Characteristics

CentralstatisticalAuthority

AverageProducersPriceorAgriculturalProductin

RuralAreabyKillilandGroupofZone

September1996～November1996

February1997

上記と同じ

The1995/96Householdlncome,Consumptionand

Expenditure

SUVEY(volumeⅠ)

January1997

上記と同じ

AgriculturalSampleSuⅣey1995/96volumeⅣ

CropLlndUtilisation

(PrivatePeasantHoldings,MeherSeason)

September1996

上記と同じ

AgriculturalSampleSuⅣey1995/96volumeⅥ

Livestock,PoultryandBeehivesPopulationand

NumberofHoldersbySizeofHoldings

October1996

上記と同じ

AgriculturalSampleSuⅣey1996/97volumeⅠ

AreaandProductionforMajorCrops

(PrivatePeasan【Holdings,MeherSeason)

Apri11997

上記と同じ



名称 発行日 発行機閑又は入手場所

書籍関係

ProjectDocumentSustainableAgricultureand

March1994

SAERT

EnvironmentRehabilitationinTⅠGRAY

SAERTVolumeⅠ
.(入手先;EFFORTEndowmentFindFortbeRebabilitation
ofTⅠGRAY)

Ethiopla

October211994

DocumentoftbeWorldⅠ】ank

PublicEXpenditurePolicyforTransition (入手先;EFFORTEndowmentFindFortheRehabilitation

volumeⅠReportSummaryandRefbrmmeasure ofTⅠGRAY)
Ethiopla

PublicEXpenditurePolicyfbrTransition

volumeⅡ

上記と同じ 上記と同じ

Ethiopia

PublicExpenditurePolicyfbrTransition

volumeⅢStatisticalAnneXes

上記と同じ 上記と同じ

Genera10rganizationCbartofSAERTCommission SAERT

CommissionforSustainableAgricultureand

EnvironmentRehabilitationinTⅠGRAY

OrganizationCbart

上記と同じ

ProjectProfile

ForassistingCOSAERTinCapabilityBuildingand

PromotionofSmallScaleⅠrrigation

June1996 上記と同じ

図面関係

DamApertenentStructure 30-05-87E.C SAERTPrqject:GUMSELLASA(ADⅠGUDOM)

注;E･Cとはエチオピア独自の暦で1996年9月11日をE.C1989年1月1日としている｡



名称 発行日 発行機関又は入手場所

図面関係

DamApertenentStructure 05-07-87E.C SAERTProject:GUMSELLASA(ADIGUDOM)

DamApertenentStructure 28-05-89E.C 上記と同じ

RevisedSpillway 02-12-88E.C 上記と同じ

RevisedSpillway 28-05-89E.C 上記と同じ

Spi11wayProfi1 01-12-88E.C 上記と同じ

Spi11wayProfi1 28-05-89E.C 上記と同じ

SpillwayPlanI-ongitudnalProfile&section 12-07-89E.C SAERTPrqject:MAⅠDELLA

DamandAppunantStructure(Outlet) 05-ll-88E.C 上記と同じ

SpillwayCrosslng
SAERTProject:SOUTHERZONEADⅠGUDOM

EthiopiaTouristMap(1:2,000,000) 1995 売店

PriorityⅠnteⅣentionAreas(Year1989-1996E.C) SAERT

MapofTIGRAYAdministrativeRegion 入手先;EFFOT

=耶池卜



エリトリア資料

名称 発行日 発行機関又は入手場所

書籍関係

NationalEnvironmentalManagementPlanfbr 1995 PreparedbytbeGoVernmentofERⅠTRⅠA

ERⅠTRⅠA FortbePeopleofERⅠTRⅠA(売店にて入手)

EnvironmentERⅠTRⅠANewsletterNo.4

Specia1Ⅰssue

PreparedbytbeSecretariatoftbeNationalEnvironmenta1

ManagementPlanforERTRIA(NEMP-E)
Energy,Minera1&Water

AnEnvironmentalPerspective

(売店にて入手)

EnvironmentERⅠTRⅠANewsletterNo.5 PreparedbytheEritrianAgencyfortheEnvironment

HealthandlndustryEdition (売店にて入手)

7都市の水源水質調査表

DepartmentOfWaterResourcesWaterIAbReport

MinistryofWaterResources

アデイクアラにおける水源データ表

SomeDateofGroundWaterPointsinAdiqualaTown

上記と同じ

水質調査表フォーマット

Physic-ChemicalAnalysisofWater

上記と同じ

水質調査表フォーマット

BacteriologlCalEXaminationofWater

上記と同じ

図面関係

ERⅠTRⅠANationalMap(1:1,000,000) 1995 GovernmentoftheStateofERⅠTRⅠA(売店にて入手)

ASMARAMap 1994 MinistryofTourism(売店にて入手)

Adi-KayehTownPlan(1:2,000) June161987 ADⅠ-KAYEH



名称 発行日 発行機関又は入手場所

図面関係

ADトKEYHMasterPlan(1:2,000) 9/ll/91' ADⅠ-KEYH

入手先はMinistryofWaterResources

Adi-KayehPartialbyOutPlan(1:,1000) 1995 ADI-KAYEHMinistryofLecalGovernmentDepartmentof

TownPlannlngandDevelopmeⅠ1t

EXistingLayOutPlan 21/06.87' SEGHENEYTⅠ

Sega□eitiWaterSupplyPro_iect(nonscale) 入手先はMinistrofWaterRe

SeganeitiGeneralPlan(1:5,000) 28/12/1946

ySOurCeS

SEGHENEYTⅠ

入手先はMinistryofWaterResources

WaterSupplyinDecamereTown(1:4,000) DEKEMHARE

入手先はMinistryofWaterResources

watersupplySchemeforDebarwaTownG/hyout January1984 DEBARWA

of PipeLine(1:2,000) 入手先はMinistryofWaterResources

WatersupplyinAdiugriTown
ADI-QUAm

入手先はMinistryofWaterResources

ADトQUALATownPlan(1:2,000) NoVember1992 ADI-QUAu

入手先はMinistryofWaterResources

SENAFETownPlan(1:2,000) June161987 SENAFE

入手先はMinistryofWaterResburces
PlotsⅠdentiricationMETRAVi11age November81994

その他

地元のコンサルタント

STUDⅠOMⅠCHAELTEDROSの案内パンフレット

!
E
j
k
!



エジプト資料

名称 発行日 発行機関又は入手場所

ルクソール,ナサル湖､アスワン関係の書籍

ナサル湖周辺開拓計画の計画面積リスト

TheHighDamearea

農業.土地開拓省(GRPAD)

農業.土地開拓省の農地開拓事業予定地域

(ナサル湖周辺,アスワン周辺､ルクソール周辺に

ついて)

上記と同じ

アスワン周辺とルクソール周辺の土壌分類

ReconnaissanceSoilSuⅣeyAround

上記と同じ

Reportinsemidetailclassificationliststudytoanarea December1996 TheGeneralAuthoritytotheProjectof Agriculture

of4500feddaninEastLuXorArea

アラビア文字の報告書,目次のみ英訳した

January1997 Development

入手先;上記と同じ

報告書は三■カイロ事務所のNevineZakyが保管
TheEgyptlanGeneralAutborityofGeologicSuⅣey Marcb1997 MinistryoflndustryandmineralWealth

andMiningProjects 入手先;上記と同じ

ReportaboutGeologicalStudyandIAnduseforWest
LuXorArea

アラビア文字の報告書,目次のみ英訳した

報告書は三ーカイロ事務所のNevineZakyが保管

TbeEgyptlanGeneralAuthorityofGeologicSuⅣey

andMiningProjects
ReportaboutGeologicalStudyandⅠ』ndusefbrEast

LuXorArea

アラビア文字の報告書､目次のみ英訳した

January1997 上記と同じ

カラビア水路の現況事項 農業.土地開拓省(GRPAD)

ルクソール地区総合農業開発計画について 1997年6月16日 農業.土地開拓省(GRPAD)の桜庭JⅠCA専門官



名称 発行日 発行機関又は入手場所

ルクソール,ナサル湖､アスワン関係の書籍

､1TL○

農業.土地開拓省(GRPAD)

エンフトの地域別水資源量､及び水計画のシステ
ム等についての資料

･ComparativeTableAmountⅠ汀igationDirectoratesof

TheEgyptianSysteminTermsofArea,Actualand

PlannedWaterShareandlrrigationWaterPerUnit

Area(1994Data)

●MechanismofthewaterRequlrementSPlannlngln

Egypt

･AreaSeⅣedandAdministratiVeDivisionofthe

ⅠrrigationDirectoratesinEgypt

'SchematicofIJOWerEgyptlrrigationDirectorates

･SchematicofUpperandMiddleEgyptIrrigation

Directorates

ルクソール､ナサル湖,アスワン関係の図面

SoilUnits 上記と同じ

SalinityMap 上記と同じ

hndCapability 上記と同じ

カラビア水路の現況図面(アラビア文字)
IrrigationlmprovementProject(IIP)

農産加工関係の書籍

96年カッターラブロジエクト生産物

(Souse;KhattaraProjectManager)

January211997

-
E
3
F
i
-



名称 発行日 発行機関又は入手場所

農業機械センター関係の書籍

農業機械の所有台数と種類 ダカレア州農業機械化センター

OutlineofthelmplementingAgency
上記と同じ

農産物栽培サイクル表 上記と同じ

第5部農業機械化の現状

その他

地7C新聞紙(アクパル)の記事(オモウム関係)

英訳済

StartlngTheOperationofthenewestmacbineto

implementthedrainagenetswithoutexcavation

June191997 EgyptEL-AKBALnewspaper

無償資金協力による事後現況調査の分析結果

-案件選択ヘの提案-
(外部持ち出し禁止資料につき取り扱いには注意)

平成9年5月27日 無償資金協力事業部

入手先;日本大使館

-
珊
盟
1
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